
近 代 詩 文 書 最 優 秀 作 品 （１月１５日締切分）

江幡太瓏先生選評

坂
　
本
　
千
　
陽
　
　
　
推
選

仮
名
の
強
弱
豊
か
な
表
情
、
潤

渇
、
リ
ズ
ム
、
落
款
申
し
分
な

し
。「
蓬
」
大
き
く
多
墨
だ
が

「
勢
」
大
き
く
し
て
バ
ラ
ン
ス

を
と
っ
た
。
章
法
素
晴
ら
し
い
。

数
々
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

岡
　
野
　
玲
　
子
　
　
　
推
選

力
み
な
く
浮
沈
、
抑
揚
、
リ
ズ

ム
良
い
の
で
線
が
明
る
く
動
い

て
い
ま
す
。
渇
筆
が
欲
し
か
っ

た
所
で
す
が
「
伊
勢
の
初
便
」

墨
量
、
大
き
さ
素
晴
ら
し
い
。

今
後
も
大
い
に
期
待
し
ま
す
よ
。

福
　
原
　
喜
代
子
　
　
　
推
選

貴
方
も
浮
沈
が
素
晴
ら
し
く
、

太
細
の
強
弱
が
見
事
に
表
現
で

き
て
い
ま
す
。
一
つ
あ
げ
れ
ば

「
き
か
ば
や
伊
勢
」
も
っ
と
大

小
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
か
な
。

「
勢
」
の
筆
順
違
い
ま
す
よ
。

富
　
永
　
美
　
祥
　
　　

推
選

「
蓬
」
あ
ま
り
に
も
大
き
い
が

幅
広
の
字
を
入
れ
字
間
を
つ
め

て
う
ま
く
調
整
し
て
い
る
。
何

と
も
言
え
な
い
線
質
と
表
情
に

眼
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。「
初
便
」

も
う
少
し
太
く
て
も
良
か
っ
た

か
な
。
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武良霜伯先生選評

石
　
田
　
雍
　
子
　
　　

推
選

六
朝
造
像
の
用
筆
法
を
良
く
会

得
し
、
一
字
目
か
ら
最
後
ま
で

リ
ズ
ム
よ
く
書
き
上
げ
て
い
る
。

太
く
強
い
線
と
、
速
さ
に
よ
る

鋭
い
渇
筆
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

効
果
的
。
落
款
も
見
事
で
す
。

今
　
井
　
芝
　
香
　
　　

推
選

真
摯
に
じ
っ
く
り
と
取
り
組
ん

で
い
る
姿
勢
が
、
見
る
側
に
伝

わ
っ
て
来
る
。
兼
毫
筆
で
派
手

さ
は
無
い
が
、
落
ち
着
き
な
が

ら
、
変
化
の
あ
る
味
わ
い
の
あ

る
作
品
で
す
。

熊
　
谷
　
亜
　
美
　
　　

推
選

力
感
溢
れ
る
重
厚
で
強
い
線
が

程
良
く
、
紙
背
を
貫
く
充
実
作

で
す
。
一
行
目
九
文
字
に
し
て

一
字
送
っ
た
事
で
、
一
二
行
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
り
、
安
定

感
が
増
し
快
作
と
な
っ
た
。

古
和
田
　
敬
　
雪
　
　
　
推
選

一
点
一
画
の
運
筆
が
確
実
で
危

な
げ
が
な
い
。
気
宇
雄
大
で
筆

良
く
躍
動
し
て
お
り
、
線
が
実

に
深
い
。
引
き
締
ま
っ
た
緊
張

感
の
溢
れ
る
作
で
、
書
者
の
意

欲
、
呼
吸
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

漢 字 条 幅 最 優 秀 作 品 （１月１５日締切分）
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か な 条 幅 ・ か な 半 紙 最 優 秀 作 品 （１月１５日締切分）

露﨑桂子先生選評 吉澤真理先生選評

下
　
川
　
庸
　
子
　
　
　
推
選

運
腕
大
き
く
自
信
を
持
っ
て
の

美
し
い
筆
運
び
。
線
に
張
り
が

あ
り
緩
急
の
変
化
が
流
れ
に
精

彩
を
加
え
ま
し
た
。
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
良
く
、
墨
色
に
も
冴
え

が
あ
る
実
力
作
で
す
。

川
　
島
　
良
　
子
　
　
　
推
選

リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
線
の
変
化
見

事
で
す
。
自
然
な
気
息
に
の
せ

て
の
ソ
フ
ト
な
線
質
と
暢
び
や

か
な
行
の
流
れ
。
墨
の
具
合
も

瑞
々
し
く
さ
わ
や
か
な
作
と
な

り
ま
し
た
。

宮
﨑
芳
玉
　
　
師
範

穂
先
の
弾
力
を
使
い

抑
揚
の
あ
る
丁
寧
な

筆
運
び
に
好
感
の
持

て
る
作
で
す
。
濃
墨

な
が
ら
潤
渇
の
変
化

が
美
し
く
、
渇
筆
部

分
も
筆
の
浮
沈
が
見

事
で
す
。

工
藤
文
恵
　　

師
範

最
初
の
四
文
字
の
変

体
仮
名
も
緊
張
す
る

こ
と
な
く
最
後
ま
で

伸
び
や
か
な
運
筆
で

温
か
な
作
で
す
。
幾

つ
か
変
体
仮
名
の
横

画
の
右
上
が
り
が
少

し
気
に
な
り
ま
し
た
。

小
川
琴
風
　
　
八
段

伸
び
や
か
な
運
筆
の

作
で
紙
面
に
ピ
ッ
タ

リ
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

連
綿
線
が
一
つ
も
な

い
五
行
目
も
良
い
流

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

印
の
位
置
、
ほ
ん
の

少
し
離
し
た
ら
佳
。

廿
日
出
翠
華
　
六
段

丁
寧
な
筆
の
運
び
に

真
面
目
な
臨
書
姿
勢

が
窺
え
ま
す
。
潤
渇

の
変
化
、
渇
筆
部
分

の
運
筆
に
気
を
つ
け

る
と
更
に
表
情
豊
か

な
作
に
な
り
ま
す
。

印
を
お
忘
れ
な
く
。

上
原
久
美
子
　
五
段

一
字
一
字
の
放
ち
書

き
を
き
ち
ん
と
捉
え
、

潤
渇
の
変
化
が
自
然

で
美
し
い
作
で
す
。

元
永
本
の
持
つ
リ
ズ

ム
を
感
じ
と
っ
て
の

運
筆
、
真
面
目
な
書

作
に
好
感
あ
り
。

藤
原
渓
華
　
　
四
段

す
っ
き
り
と
し
た
爽

や
か
な
作
で
す
。
も

う
少
し
筆
の
浮
沈
を

使
い
、
緩
急
を
つ
け

運
筆
す
る
と
更
に
深

み
の
あ
る
作
に
。
特

に
渇
筆
部
分
を
意
識

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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漢 字 半 紙 最 優 秀 作 品 （１月１５日締切分）

加藤有鄰先生選評

伊
野
泰
光
　
　
師
範

張
猛
龍
の
特
徴
を
見

事
に
捉
え
、
重
厚
で

味
わ
い
あ
る
線
質
を

用
い
て
表
現
し
て
い

ま
す
。
毅
然
と
し
確

実
に
運
筆
さ
れ
て
い

る
。

野
村
麗
泉
　
　
師
範

落
筆
高
い
起
筆
か
ら

の
運
筆
が
見
事
で
、

堂
々
た
る
臨
書
で
す
。

不
断
の
学
習
の
努
力

が
見
え
て
お
り
、
品

格
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

荒
川
佑
子
　
　
準
師

伸
び
や
か
で
重
厚
な

筆
致
で
あ
る
。
威
風

堂
々
と
し
て
表
現
し

て
い
ま
す
。
適
度
な

緊
張
感
が
作
品
全
体

を
効
果
的
に
引
き
締

め
て
い
ま
す
。

加
藤
惶
鳳
　
　
師
範

温
か
く
直
線
的
な
表

現
を
う
ま
く
取
り
入

れ
、
遠
勢
が
効
い
て

お
り
、
王
羲
之
の
も

つ
優
雅
で
大
い
な
る

と
こ
ろ
を
巧
み
に
表

現
し
て
い
ま
す
。

鳥
海
葉
翆
　
　
七
段

原
帖
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
お
り
、
直

立
し
た
起
筆
と
運
筆

を
基
本
に
、
形
体
が

整
然
と
し
て
品
格
あ

る
温
か
な
表
現
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

長
谷
川
亜
由
　
準
八

手
首
の
返
し
が
自
然

で
俯
仰
の
法
を
得
て

お
り
、
柔
ら
か
く
温

か
な
中
で
力
強
く
運

筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

修
練
の
深
さ
を
感
じ

ま
す
。

堀
井
恵
子
　
　
六
段

運
筆
に
迷
い
が
な
く
、

大
き
な
運
腕
か
ら
導

か
れ
る
大
胆
さ
と
線

の
明
る
さ
が
、
作
品

を
際
立
た
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
運
筆
力
は

あ
な
た
の
宝
物
で
す
。

浜
田
悦
子
　
　
準
六

や
や
細
身
な
が
ら
も
、

落
筆
高
く
、
温
か
み

の
あ
る
線
で
リ
ズ
ム

よ
く
表
現
し
て
い
ま

す
。
真
面
目
な
臨
書

へ
の
取
り
組
み
が
窺

わ
れ
ま
す
。

金
子
智
紀
　
　
準
五

構
え
が
大
き
く
、
筆

の
穂
先
が
確
実
に
中

心
を
通
っ
て
お
り
明

る
く
、
伸
び
や
か
で

強
い
表
現
を
見
せ
て

い
ま
す
。
形
体
も
確

実
で
豊
か
で
あ
る
。

大
橋
眉
柳
　
　
準
六

大
胆
で
構
築
性
が
あ

り
、
力
強
い
表
現
を

強
調
し
た
感
の
す
る

臨
書
で
す
。
構
え
が

大
き
い
た
め
か
作
品

が
明
る
く
大
き
く
見

え
ま
す
。

城
内
薫
乃
　　

二
段

運
腕
が
大
き
く
、
流

麗
で
あ
る
。
特
に
筆

先
の
扱
い
が
見
事
で

繊
細
さ
と
大
胆
さ
、

リ
ズ
ム
感
が
心
地
良

く
表
現
さ
れ
て
お
り
、

安
定
し
て
い
る
。

宮
治
和
子
　
　
初
段

確
実
に
丁
寧
に
運
筆

さ
れ
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
無
駄
の
な
い
動
き

で
、
深
く
豊
か
な
線

質
を
も
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
。
形
体
も

安
定
し
て
お
り
、
表

情
が
豊
か
で
あ
る
。
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